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令和７年度 第２回摂津市地域福祉計画推進協議会 議事録 

 

日時 令和７年１０月６日（月） 午前１0時 00分～午前 12時 00分 

会場 摂津市役所新館７階講堂 

出席者 
松木委員、下村委員、榎谷委員、樋野委員、渡邉委員、前田委員、北岡委員、

井川委員、中井委員、阪口委員、森山委員、望田委員、橋爪委員、有山委員 

事務局 谷内田部長、西村課長、長田課長代理、上野係長、三野主査 

オブザーバー 社会福祉協議会 松方事務局長、川島課長、四田課長代理 

次第 

１．委嘱状交付、会長および副会長の選任について 

２．第５期摂津市地域福祉計画策定のためのアンケート調査結果について

【資料１】 

３．地域福祉懇談会の実施結果について【資料２】 

４．第５期摂津市地域福祉計画の骨子案について【資料３】【資料４】 

５．その他 

資料 

次第 

委員名簿 

【資料１】第５期摂津市地域福祉計画策定に向けたアンケート調査結果につ

いて 

【資料２】地域福祉懇談会の実施結果について 

【資料３】第５期摂津市地域福祉計画のイメージについて 

【資料４】第５期摂津市地域福祉計画（案）〈骨子案〉 

 

 

議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

事務局 会議の開催にあたり、谷内田保健福祉部長よりご挨拶申し上げます。 

 

 ＊保健福祉部長挨拶 

 

事務局 議題 1「委嘱状交付、会長および副会長の選任について」、本推進協議会委員に

ご就任の委員の皆様に委嘱状を交付させていただきます。 

続いて、会長・副会長の選出について、摂津市地域福祉計画推進協議会規則第５

条第１項の規定により委員の互選となっており、会長・副会長の選出につきまし

て、ご意見等をお伺いします。 
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 ＊事務局一任の声 

 

事務局 事務局一任のご意見をいただきました。 

事務局案として、前回から次期計画策定に係る協議を進めている事も踏まえ、引

き続き、松木委員に会長を、榎谷委員に副会長をお願いしたいと考えますが、ご承

認いただける方は拍手をお願いします。 

 

 ＊一同拍手 

 

事務局 ありがとうございます。それでは、会長を松木委員に、副会長を榎谷委員にお願

いいたします。 

 

 ＊会長・副会長 席移動 

 

事務局 ここからの議事進行につきましては、松木会長お願いします。 

 

会長 事務局より、議題２「第５期摂津市地域福祉計画策定のためのアンケート調査

結果について」の報告をお願いします。 

 

 ＊事務局より報告 

 

会長 内容が多岐に渡りますが、事務局からの報告についてご質問等はありますか。 

 

委員 回答者は 65歳以上の比率が多いので、単純集計だけであれば、高齢者の意見

にアンケート結果が引っ張られる可能性があると考えます。年齢別や地域別など

を考慮のうえ検討する必要があると考えます。 

 

会長 アンケート結果を年齢別、地域別等でクロス集計すると、福祉の政策をすると

きに地域差が出ると考えます。 

 

事務局 クロス集計の実施に加え、地域福祉懇談会や団体へのヒヤリング等を通じて、

広く意見を反映できるよう検討しております。今回のご意見を踏まえ、地域特

性、年齢別の分析を実施してまいります。 

 

会長 今回、ＷＥＢでの調査も取り入れたことで、40代の回答者の比率が前回より多

くなったのでは思います。40代は子育て世帯が多いので、現在の子育ての意見も

取り入れられると考えます。 
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委員 最近は年配の方もＳＮＳを活発に利用しており、つながり方も多様化している

と考えます。今後はつながりなどの傾向を見る際に、「ＳＮＳで相談する相手が

いる」というような選択肢も加える必要があるかと考えます。 

 

会長 ご年配の方でもＳＮＳやスマートフォンを活用されている方も多くいますの

で、今後は選択肢の中に入れていただくことを記録として留めていただきたいと

思います。 

 

委員 ひきこもりに係る行政の取組について教えていただきたい。 

 

事務局 庁内部署や相談支援機関と連携して支援を行うとともに、社会福祉協議会と連

携して当事者やその家族の居場所づくり等を実施しています。 

 

委員 居場所づくりと言われましたが、小学校区や中学校区などの地域ごとで考えて

いるのか、それとも市内全体で考えているのですか。 

 

事務局 分野ごとに様々な居場所づくりに係る取組を実施しており、今後は分野を横断

して一体的に実施していくように検討しています。 

 

会長 様々なご意見ありがとうございました。 

それでは、次の議題３「地域福祉懇談会の実施結果について」事務局より報告を

お願いします。 

 

 ＊事務局より報告 

 

会長 地域福祉懇談会にオブザーバー参加しましたが、日頃から地域で活動している

方が中心だったこともあり、活動についての苦労や喜びを意見交換されており、

活発で熱い意見が交わされていました。 

当日参加されていた委員の皆様に感想をお話しいただきたい。 

 

委員 地域に住んでいるのに知らなかったことの発見があり、近くにいるのにつなが

っていない人がいることが分かりました。今後どのように改善していくのかとい

う課題もグループの中で議論ができました。 

 

委員 あいさつは大事だと感じていますが、コロナ禍以降、あいさつ活動をやめてし

まいましたが、あらためて挨拶の大切さを感じました。  

また、認知症や障がいのある方が近所にいますが、そのような方を見守れる地

域にならないといけないとも思いました。解決方法は中々見つかりませんが、勉
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強になりました。 

 

委員 子どもの中には、知らない人にはあいさつをしてはいけないと言われている子

もいると聞きますが、私はあえてあいさつをすることにしております。 

今回あいさつは大事だという意見が多く、今後も継続していこうと感じまし

た。 

また、自治会に入っていない人、自治体がない地域がある中で、普段から近所

の人と声掛けをして、顔見知りになっておくことで、非常時に助け合いが生まれ

ると感じました。 

 

委員 活発に議論ができたと思います。地域の事を掘り起こして物事を考えるよい機

会であったと考えます。自助、共助、公助は昔から大切であると考えています

が、互助も大切であると感じました。 

 

委員 利便性や経済的な豊かさだけでなく、地域で暮らし続けていくためには、あい

さつなどを通じて、心の安心感が確保されることが大切であると再認識しまし

た。 

 

会長 統計的なアンケート調査では漏れてしまいがちな意見を、このような懇談会で

拾っていくことが必要です。最後にある「理想の地域に必要なものはコレ」につい

ては、裏返せば課題であると考えられますので、ここの解決を目指していく必要が

あると考えます。 

それでは、次の議題４「地域福祉懇談会の実施結果について」の説明を事務局よ

りお願いします。 

 

 ＊事務局より報告 

 

委員 こちらの資料について、ご意見、ご質問等があればお願いします。 

 

委員 第５期で新規に追加したものがありますが、第４期で記載していたもののうち

削除した箇所はありますか。 

また、現状のデータに加え、今後人口の推定値なども記載したほうが良いかと考

えます。 

 

事務局 第 5期において、第 4期から新たに設けたものあれば、一部変更したものがあり

ます。第 4期から記載そのものを削除したものはありません。 

次に今後の人口の推計について、人口ビジョンなどを踏まえて、記載を検討させ

ていただきます。 
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委員 第１章の「１ 地域福祉とは」の説明文は、一般的な説明であるか、摂津市での

地域福祉の観点か教えていただきたい。 

第 3 章の「１ 基本理念」の「笑顔あふれるつながりの」の３行の説明文です

が、笑顔に紐付く具体的な説明をもう少し記載する必要があるかと考えます。 

また、地域福祉計画は、未来を見据えるという意味では、極端な少子化が進む中

で子どもに関わることにもスポットを当てておかないと尻すぼみになる気がしま

す。 

 

会長 第１章の「１ 地域福祉とは」の説明については、地域福祉の世界でごく一般

的に言われていることです。 

他の２点については事務局からお願いします。 

 

事務局 第 3章の「笑顔あふれるつながりの」について、笑顔に紐付くものとして、「疎

外感を感じずに生きがい持ち、あるいは居場所がある」ことと考えておりますが、

もう少し笑顔に係る表現を踏まえた内容を再度検討したいと思います。 

また、子ども関係については、第 1章における関係計画等との整合にも記載して

おりますが、摂津市地域福祉計画はこども計画の上位計画として位置づけしてお

り、こども計画を踏まえた計画となるよう検討してまいります。 

 

委員 第３章で、基本理念を３つに分けて説明していますが、１つ目の「【みんなで支

え合う育む】」における「育む」について、みんなで様々な取組をおこなうことで、

まちを育むという住民主体のまちづくりやつながりづくりの観点をもう少し記載

する必要があるかと考えます。 

２つ目の「【誰もが安心して暮らせる】」において、「市全体で受け止める体制の

構築」という言葉がありますが、「まち全体」でという表現の方が、行政だけでな

く地域の様々な主体が協働でという意味合いが伝わると考えます。 

「【誰もが安心して暮らせる】」では、誰ひとり排除されることなく暮らしていけ

る、インクルーシブな社会であることを説明する必要があるかと考えます。 

また、地域福祉において、稀薄になった地域のつながりを回復することばかり話

になりますが、先程、委員から意見があったように、つながり方は多様化しており、

どんな形でも社会とつながっていくことも大切であることも頭に置いておく必要

があると考えます。つまり、人のつながりの大切さと地域のつながりを複合的に位

置付けることが必要であると思いました。 

さらに、家族関係、親戚関係が希薄になり、身寄りのない人について、今後問

題になってくる可能性のある、一定の問題意識を地域福祉計画の中で持っておく

必要があると思います。 

 

会長 基本理念の表現も含めて、事務局で調整していただきたいと思います。今の件

について、事務局から何かありますか 
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事務局 貴重なご意見をありがとうございます。 

表現だけでなく、いただいたご意見を踏まえて、事務局や関係機関で協議してい

きたいと思います。 

 

会長 それでは最後に議題５「その他」について事務局からお願いします。 

 

 事務局より報告 

 

事務局 第３回地域福祉推進協議会を令和７年 11月 20日（木）午前 10時から、第４

回地域福祉推進協議会を令和７年 12月 22日（月）午前 10時から開催を予定し

ていますので、委員の皆様におかれましてはご予定いただきますようお願いしま

す。 

 

会長 地域福祉計画の策定に向けて、ピッチを上げて議論をしていくことになります

ので、ご協力のほどよろしくお願いします。 

本日の議事はこれで終了とさせていただきます。皆様方には、スムーズな議事

進行にご協力いただき、誠に感謝申し上げます。司会に進行をお返しします。 

 

事務局 皆様方には、長時間にわたりご審議いただき、ありがとうございました。ま

た、貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。それでは、本日の

会議を終了いたします。 

 


